
・工 期：平成２３年１月～平成２５年７月
・延面積：１５，２９５㎡
・構 造：鉄骨鉄筋コンクリート造 免震構造
・階 数：地上９階
・病床数：２９４床

患者さんの居住環境整備・スタッフの業務環境整備
・４床室の面積拡充：有効面積 既存29㎡/室→33㎡/室
・個室の増床、特別室の整備
・トイレの充実：個室・４床室にトイレ設置、フロア毎に多目的トイレ設置
・廊下幅・天井高さの拡張
・眺望に配慮した病室・デイルームの配置：桜島と錦江湾の眺望
・スタッフステーションの面積拡充：既存50㎡→80㎡
・各フロアにカンファレンス室・控室・当直室を整備

県地域医療再生臨時特例基金による事業展開
・研修医・勤務医・開業医等の研修の拠点として、「総合臨床研修センター」

をＣ棟８階に整備

ヘリポート整備
・県ドクターヘリの受入、遠隔地医療の支援
・救命救急の機能強化と患者搬送時間の短縮

ヘリポート８Ｆ 総合臨床研修センターバス・トイレ 快適な設備特別室 特別室からの眺望 スタッフステーション

Ｃ棟（病棟） ※平成２５年(2013)完成・稼働開始

特徴


